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令和5年 3月る日

草津市議会 t

議長 中嶋 昭雄 様

草津市議会会派 草政会

会 長  西田 剛

会派行政視察結果について、下記のとお り報告書を提出いたします。

言己

1.期  間  令和 5年 1月 23日 (月 )～  令和 5年 1月 25日 (水 )

2。 日 程

1月 23日 (月 )■  福岡県直方市役所  午後 2時 30分～4時 00分

O DX推 進とその課題

1月 24日 (火)■  福岡県福岡市 FRIENDS深Ⅶ天神

午後 1時 30分～3時 00分

○ 大村市における中小企業支援と

産業支援センターOttbizの 役割

※大村市産業支援センパーで視察予定も、24日 早朝より福岡市および大村市

周辺に対 して暴風雪警報が発令。また公的機関 より公共交通機関の大規模

かつ長時間にわたる遅延や運体が発生する場合があるとし、
・不要不急の外出

は避けるように発表されていたため、宿泊地付近の貸会議室にて、大村市産業

支援センターとリモー トにて視察を行った。

1月 25日 (水)■  lオ朱lSEEDホ ールデイングス

午前 9時 30分～ 11時

○糸島市における「よかまちみらいプロジェクト」

の取 組 につ い て

3.参 加 者

草政会 西田 剛・瀬川 裕海・伊吹 達郎・小野 元嗣・永井 信雄

山元 宏和・遠藤 覚・川瀬 善行・井上 薫・服部 利比郎

田中 香治・中嶋 昭雄・横江 政則 。中島 美徳

別紙のとおり4.添付資料



研修会報告書「DX推進とその課題について」

報告者 :草津市議会会派 草政会 井上 薫

I 視察の概要

1 視察 日時  : 令和 5年  1月 23日 (月 ) 14:30～ 16:00

2 視察先  : 福岡県直方市役所

3 担当者   : 直方市 総合政策都企画経営課 山中 伸朗様 他

4 視察項 目 : 「DX推進 とその課題について」

5  視察 目的

6 参加者

直方市においては、「市役所に足を運ばなくても手続きできる行

政サービスの提供」を目指 して、官民ともにデジタル トランス

フォーメーンコン (DX)の推進に積極的に取 り組まれており、

大変多くの行政手続きがオンライン申請に移行 され、市民の利

便性や働き方改革を向上されているとのこと。本市においても

これまでオンライン化可能な行政手続きや RPAに よる内部事務

の効率化などに取 り組まれているが、まだまだ課題が多いと考

えることから、直方市の取 り組みや成果、課題を聞かせていた

だくことにより、今後の草津市の取組の参考とする。

西田剛 瀬)|1裕海 中嶋昭雄 永井信雄 小野元嗣

山元宏和 横江政則 伊吹達郎 遠藤覚 中島美徳

川瀬善行 田中香治 服部利比郎 井上薫



Ⅱ 視察の内容

l DX推進の取組について

① 直方市が掲げる二つのDX推進ビジョン

・内部事務

「デジタル化による生産性の向上」

意識改革と質の高い仕事へのシフトによるB/Cの向上

・外部向け行政サービス

「市民・企業の不経済発生の防止」

市役所に足を運ばなくても受けることができる行政サービス

。地域の情報化

「市民所得の向上」

「社会システム産業」興しによる『稼ぐまち』の形成

※DX構想のビジョンに「内部事務の変革」「外部向け行政サービスの変革」「地域

の情報化」を掲げ、「誰でも 。いつでも・ どこでもスピーディーな行政サービス

が受けられる自治体」そして 「人・情報・財を集める自治体」を目指され、特

徴 として、人目が減少 していく中で、移住・定住を含めた将来の市民にも支持

してもらえるように「地域の情報化」をビジョンに力日えることで、地域社会全

体に ICT技術を取 り入れ、市民の所得向上を目指 しているとのことであった。

※デジタァレゼーション (アナログデータのデジタル化)→デジタライゼーション

(業務プロセスのデジタル化)→デジタル トランスフォーメーション (新 しい価

値の創出)により、職員の余力時間を生み出して、その時間を本来行政が行うべ

き業務 (付加価値を高める取り組み)に注力することを目指されている。



電子決済・事務手続き見直 し部会

・人事課、会計課等の課長で構成

。電子決済の導入を検討

オンライン申請推進部会

・総務課、税務課等の課長で構成

。オンライン申請の構築等を検討

DX推進本部

・市長・副市長等で構成

・各部会の管理・統括

・各部会の課題に対する

意思決定等を行 う

地域情報化推進部会

・企画経営課等の課長で構成

・地域情報化の戦略等を検討

② DX推進の組織体制 (R3年度版)

※上記組織体制に加え、C10(市長)のマネジメントを専門的知見から補佐 し、

会議での提言や職員へのア ドバイスを行 うC10補佐官を民間より投入

③ オンライン化の取組実績

国の方針や計画などを基準に手続きの優先度付けをして、推進本部立ち上げ

から6か月で52%の部署がオンライン申請の構築を経験された。

※目標 300の行政手続きのうち、現在は200の 手続きを完了されている。

オンライン甲甜数の状競(スマート甲話〕 市の手続きオンライン1とについて

(R3S～ R4,10照計中磁 :8′●06脅、金体オン,イン皐 :901o)
(オ ンライン手続き性とホスをフー )
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2 DX推進の課題について (会派からの質問に応える)

① 職員の意識改革

職員間での意識のバラツキはあつたが、外部有識者による研修の実施により意

識を高めた。

② オンライン化できるもの、できないものをリス トアップして、できるものから

取り組んでいった。 190件中30件くらいはマイナンバーカー ドが必要なも

のもある。また、法令や条例で対面を必要とするものはオンライン化できない

がオンライン化条例を作つて対応している。

③ 高齢者等利用困難者 (デジタルデバイ ド)への配慮 。支援の課題ならびに職員

の業務削減の課題は未解決である。

Ⅲ 視察研修を終えて (感想)

全ての行政手続きを抽出して、法的及び条例等で紺面を不可欠とされる業務やマイ

ナンバーが必要となり障壁 となつている業務以外の事務について、優先度を決めて)頃

次オンライン化 していくという徹底 した取り組みがされていたこと。また、ダブルコ

ス トの課題についてもペーパーレス化に徹底 して取 り組まれているということ、さら

には、市の方針決定や DX推進組織立ち上げから約半年 とい う短期間で 200以上もの

事務手続きがオンライン化されていたことに感心させ られました。

ここに至るには、様々な障壁もあつたことと思われますが、 トップの強い意志と職

員の意識改革による行動力、 トップダウンとボ トムアップが上手くマッチしてこその

成果だと感 じました。

オンライン化を進めることにより職員の業務負担が増加 していることやダブァレコス

トの課題は残されていますが、「市民がしたいことをできる環境を少 しでも整備 してい

くこと、市役所へ来庁 しなくてもできる選択肢を増や した行政サービスは市民の満足

度の向上につながつている」と自信を持って答えられたことに、更に感心させ られ、

今後の草津市の DX推進に大変参考となりました。

Ⅳ 研修資料

別添のとお り
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視察研修会報告書

大村市における中小企業支援と産業支援センターの役割にういて

草津市議会会派 草政会 田中 香治

視察研修の概要

1 研修日時 :令和 5年 1月 24日 (火曜日)13:30～ 15:00

2 研修内容 :大村市に41す る中小企業支援と産業支援センターO‐bizの役割について

3 講師   :大 村市産業振興部商工振興課 山口氏 。センター長 若杉 誠司氏

4 参加者  :井上 薫 。伊吹 達郎・遠藤 覚・小野 元嗣 。川瀬 善行・瀬川 裕海・

田中 香治・永井 信雄 。中嶋 昭雄 。中島 美徳 。西田 剛・服部 利比郎

山元 宏和



① O― bizの役割 と事業内容について

O―bizと は ?

大村市産業支援センター (O―biz)は、静岡県富士市産業支援センター (f‐Biz)をモデルに開設されました。

f―Bizは、「行列のできる経営相談所」として有名な本気のプロフェッショナルチームによって運営され、「コス トをか

けずに、知恵を出すことによって売上を伸ばす、業績をV字回復させる」などの多 くの成功事例を生み出してお りま

す。年Bizモデルによる産業支援センターの特徴 決算書の分析や現在の問題点を指摘するのではなく、相談者が有す

る強みを最大限に活かしながらカネではなく知恵を使い個々の課題に即 した創造性の高い個別支援を重視

,。

全 国 B滋 自 治 体 一 覧 卿 9年 6月 現在 )

1産業支援センター運営事業の履歴 (H29～ )

■事業費 (直近 3か年)※各年度、共済費 社会保険料等の市負担分 約 2,000千 円 (人事課にて予算化))を含む。

全額市単費。

・令和 2年度 21,991千 円 (決算 19,649千 円)・ 令和 3年度 19,720千円 (決算 18,814千 円)・ 令和 4年度 19,484

千円

■受付時間等 受付時間 :9時 30分～17時 30分 (上 日祝日及び年末年始を除 く)

相談枠 :セ ンター長・・・・・ 1日 5枠 (1枠 1時間)

ITア ドバイザー・・原則 として、過 2日 の午後 3枠 (1枠 1時間)相 談費用 :無料 (事前予約制)相 談回数 :制限

なし

■支援体制 センター長 (会計年度任用職員)1名 (週 5日 、 1日 7時間勤務)

事務職員 (会計年度任用職員)2名 (週 5日 、 1日 6時間勤務)

ITア ドバイザー (外部依頼)2名 (各週 1日 (午後))

■事業広報 市公式ホームページ、大村市産業支援センターホームページ、 Facebook、 公式 LINE
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② O―biz導入のきつかけ (設立の経緯 と目的)

※協議会からの要望 もあ りましたが、市議会からのお声 も多 くありました。

■産業支援センター設置の背景 ・平成 23年 10月 大村商工会議所及び長崎県中小企業同友会大村支部から中小企

業振興基本条例の制定についての要 望書が市に提出され、その後、大村市中小企業振興条例制定推進協議会 (事務局 :

大村商工会議所)が 設立。

・平成 24年 11月 同協議会から「条例の早期制定についての要望書」が市に提出された。要望書には産業支援セン

ターの 設置についても記載されてお り、市は、産業支援センターについての調査を開始。

・平成 25年度～ 先進地視察 ・平成 25年 12月 大村市中小企業振興基本条例施行              、

。平成 26年 3月 第 1回大村市中小企業振興会議開催

・平成 27年 7月 市は大村市中小企業振興会議において 争Bizモ デル (※)にて産業支援センターを設置することを

表明。

・平成 27年度 産業支援センター長を公募→該当者なし

・平成 28年度 産業支援センター長を再度公募→センター長決定

・平成 29年 7月 大村市産業支援センター (O―biz)を 開設

③ O―bizの 利用状況

1産業支援センター運営事業(H29～ )

■相談実績
①延べ件数、男女別件数、市内外件数

※平成29年 7月 開所であるため、平成29年度は9か月

間の集計
※
「

アドバイザーは、平成30年 4月 から配置

※令不日2年度及び令和3年度は、コ回ナ対策として

経営相談を実施 (相談員は別途配置。上記件数に

当該相談件数は含まれていない。)。

ほべ件敬

(内訳)

男女別 市内外

男 女 市内 市外 不明

臓29(7～ 胡) 6鶴 センター長  653 438 220 596 48

H30 1,142 センター■  853 592 261 691 162 0

ITア ド′くイザ… 289 167 122 254 35 O

H31(Rl) 1,こ 63 センタ…長  鶴
`

603 238 6'2 159 0

tTア ドバイザー 322 232 90 284 38 0

R2 034 センター長   699 496 i04 511 88 0

ITア ドバイザー 386 268 77 280 55 0

R3

'58

センター長  609 349 ,60 475 34 0

trァ ドバィザー 240 116 104 237 12 0

合計 4.640 &234 1`406 &909 631 10



1産業支援センター運営事業(H29～ )

②抽 lJ件数
センター長 (単位:件) πアドパイザー (単位:件)

5

与室

競

情鰤

(7～ 3月 )

‖30
鞘:

(Rl)
R2 R3

農林ホt魚 30 43 鶴 2

臨 46 備 09 41

襲逸拿
'8

95 I盟 144 99

田 れはR 16 32 帯 18

不働麒 4 , 4 9

徹曹・学口支覆察 1' 2 i 0

サーピス魚 9, ,30

盛紺 0 0 0 2 11

B性虫 5' 46 盗 12

飲食魚 鶴 66 3S

小売魚 106 49

車む魚 0 3 , i 0

崇癖魚 1備 114 69 t00

その他 43 34 9 27

合計 653 3欝 331 599 509

狙

朗

‖鰤

('～ 3月 )

H30
出1

(Rl)
R? 禽3

a林値 9 11 0

H鯨 銘 60 32

甑 87 鶴 32 29

組 は粛 0 1 0 1

不白麟 0 3 0 0

転育'学召支猥慮 9 0 1 0

サービスa
“E競 0 0 10

召性宗 0 1'

簡 23 44

小売宗 40 28 16

職 案 0 5 0 0

未傷粛 36 19 2

その他 26 6 6

台静 280 3盟 385 249

1産業支援センター運営事業(H29～ )
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④ O―bizでの相談等を通 じて民間企業の成果 と O―bizの事業実績

オービズ支援事例:相談時

豆腐とおからを使つたおからドーナツを開発。

味には自信があるがまだ認知度が低い。売上を上げていくために
はどうしたらいいか?

ゝ .

撞

18

オービズ支援事例4:提案内容

☆県外展開を提案
大手完成品とは違い、おからドーナツとしては珍しく「しつとり感」があるこ
と、健康ブームが来ていることから、積極的に県外への販路開拓を支援し
ました。

認知度アップのため、大村商工会議所が主催する「2017年第8回じIずたま
グランプリ」への出品を提案したところ、優秀賞を受賞しました。
(福祉施設の商品としては初の受賞)

☆オービズ自ら販路開拓支援
また、九州の大市場である福岡の大手百貨店などに積極的に商談に行
き、販路拡大を支援しました。 19



⑤ 国や県、地域、学校、企業などあらゆる分野との関わり合いについて

国からの予算(経済産業省)を活用し、大村(長崎)でも実施

内容 :福岡の企業S社 と、長崎の企業S社が参加。各企業の課題解決等を学生ととも
に検討するプロジェク ト (2020年 10月 ～2021年 2月 まで5回オンラインで実施 )

参加企業 :福岡5社  日 長崎 (大村3社 日長崎1社 “佐世保1社 )

参加学生 :東大 B京六 日一橋 口早稲田・津田塾 B九大 B長大

本祟や福田の18甑ね

大学生と課題解決

出典 :長崎新聞2021年  2月 10日
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② DIYのをと・椅子 (ita― modeiイ タモデル〉:

現在 、毎月数十万の売上 (相談者コメント)

性 能タイエーハ ウス

『 六 人 の 秘 密 基 地 モデ ル 』
2019年 9月 、遂に第 1棟完成。(既に入居者が !!)

現在 、2019年度内に 3襟建設予定。

釣

ξ::::i:::::::::ゝ

⇔

① DIYの子供用スプーン・フォーク:首脳グッズと
して東急ハンズでの販売

29

ライフステージ
に応 して

様 々な商 品開発 中

⑥ O―bizに対する評価 。課題と今後の方向性など

毎年アンケートをとっているのですが、約 8割の事業者様からはいい評価を受けています。一方で、少数ですが厳し

いご意見も毎年いただいています。いろんな事業者様がいらっしゃいますし、視点も様々ですので、評価が分かれる

のはある意味当然の現象なのかもしれませんが、市としましては厳しいご意見を大切にして少しずつでも改善を図つ

ていかなければならないと思っています。ご意見を受けて市として考える課題としましたは、センターの認知度、セ

ンターの運営体制の強化、他の支援機関との更なる連携でございます。



⑦草津市へのアドバイスをお願いします。

支援の方法は様々でございます。大事なのは、その支援方法が、草津市の事業者の皆様の状況に応 じた、草津市の事業

者の皆様が求める支援方法なのか、 というところかと存 じます。草津市におかれては、産業支援コーディネータによ

る企業訪問、産学連携や企業間マッチングを進められているとのこと、また、更なる支援についてご研究 とのことで、

すばらしいお取 り組みだと思います。

③視察を終えて                                      .
今回、草政会にて長崎県大村市における中小企業支援と産業支援センターの役割について視察研修に行く機会を

得ました。大村市産業支援センターは、「コストをかけずに、知恵を出すことによって売上を伸ばす、業績を V

字回復させる」などの多くの成功事例を生み出しておられます。大村市による産業支援センターの特徴は決算書

の分析や現在の問題点を指摘するのではなく、相談着が有する強みを最大限に活かしながら、カネではなく知恵

を使い個々の課題に即した創造性の高い個別支援を重視しているとのことです。私たち、草津市の令和 5年度当

初予算概要、産業振興計画推進費の事業概要には、令和 5年度は創業希望者や中小企業等が抱えるビジネス上の

課題にワンス トップで相談可能な体制を構築するため、草津商工会議所と共同で「仮称ビジネスサポートセンタ

ー」を設置するとあります。私は相談業務だけでなく、大村市のように、ある一定の成果が出るまで相談渚 と向

き合 う必要があると考えます。また、伴走型のサポート体制を維持していくには、支援員やコーデイネーターさ

んの力量が問われる重要な仕事であると考えるので今後、計画通 りに相談件数、案件が増えていくことを想定す

ると、単なる行政の箱ものとならないよう、支援員、相談員の増加、資質向上等、何らかの形で予算を増額し対

応 していく必要性があると考えます。



視 察 報 告 書

『糸島市における「よかまちみらいプロジェクト」の取組について』

報告者 :草津市議会会派 草政会 遠 藤 覚

I視察のイ既要

1 視察日時

2視 察 先

令和 5年 1月 25日 (水)9:30～ 11:00

株式会社 SEEDホ ールデイングス

福岡県福岡市中央区 FoTビル 会議室

株式会社 SEEDホ ールディングス

取締役副社長 斎藤修一様

よかまちみらいプロジェクト推進部 部長 永利 勇気様

課長 松岡 健二様

『糸島市における「よかまちみらいプロジェクト」の取組につい

て』

3担 当 者

4 視察項目

5 視察目的 : 糸島市では民間企業llttlSEEDホ ールディングスによる「よかまち

みらいプロジェクト」としてオンデマンドバスの運行、レンタサイクルなどの交通

事業を官民で進めておられる。草津市では、民間路線バスの路線見直 し、便数の削

減が行われ高齢者を中心に交通弱者が発生しお り、官民による安定 した公共交通政

策が求められる。糸島市 と
lオ朱lSEEDホ ールディングスの連携 した取 り組みは、本市

にとって大いに参考になるものと考える。

6参 加 者 西田 剛・瀬川 裕海 。伊吹 達郎・小野 元嗣・永井 信雄

山元 宏和・遠藤 覚・川瀬 善行・井上 薫・服部 不ll"ヒ 郎

田中 香治・中嶋 昭雄・横江 政則・中島 美徳



Ⅱ 視察の内容

1 よかまちみらいプロジェクトについて

「よかまちみらいプロジェクト」とは、民間交通事業者の一つである昭和グループのグル

ーブ是にある「昭和グループは、地域社会の発展に事業 (モ ビジティ)を 通 して貢献する」と

の考えに基づき、民間主導による産官学連携で行われている、地域交通課題に向き合った取

り組みである。

「よかまちみらいプロジェクト」は、昭和グループ内企業の一つである株式会社 SEED

ホールディングスを中心にグループ企業 (13社)を合む主体企業 (42社)と エリアパー ト

ナー企業 (4社 )、 プロジェクトパー トナー(14法人)に よるコンソーシアムを形成 し、糸島

市を拠点に行われている取 り組みである。主体企業等には福岡県、糸島市、大学、損保会社、

旅行会社、マスコミ、金融機関、広告代理店、小売 り事業者など多岐にわたる。

プロジェクトを展開する、糸島市を中心とする糸島半島は、回遊性の低い北部観光エリア、

九州大学関係者の移動課題のある九大エリア、高齢化・バス本数が少ないなどの移動課題が

ある南部高齢者エリアに分類されるとし、糸島半島は地方が抱える交通課題の縮図と考え、

課題解決のためにモデル地域にしたいと考えられ、グループが従前より路線バスの運行な

どを行 う糸島半島で当該プロジェクトが立ち上げられた。

プロジェクトの主な事業として、オンデマンドバスや小型 EV車シェアジング、レンタサ

イクル、九州大学との連携などの各種事業展開されている。

2プロジェクトの内容

① マイルート ルー ト検索アプリ

既存アプリ「my rOute(マ イルート)」 を活用し、糸島半島の移動手段のldayフ

リーパス  飲食店の情報・空席情報の提供  観光スポット等の情報発信

② よかちゃリ レンタサイクル

観光客 九州大学関係者を対象とした電動自転車のレンタル事業

―

Ｆ
〔
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③ トヨタシェア  カーシエア

駅から目的地までの移動手段としてカーシェアを導入。九州大学関係者や観光客

が利用。カーシェアステーションは増設中

④ チョイソコよかまちみらい号 オンデマンドバス

予約時間に最寄 りのバス停から目的地付近のバス停まで効率的ルー トで運行

詳細は後記。

⑤ 防災

糸島市と防災・減災に関する協定締結  行政等と連携した防災教育・啓発活動

の実施  災害時は給電車両の派遣

⑥ 交通安全

運転挙動装置を載せた車両による危険個所の測定、マップ化  九州大学内での

指導者運転教室の開催

⑦ エネルギーマネジメント

太陽光パネルで発電した電気を電気自動車に蓄電、蓄電した電気を家庭で使用し

た時の電カコントロールの実証実験

3 チョイソコよかまちみらい号 オンデマンドバス

糸島市では既存路線バスの路線維持が難 しくなってお り、本市 と同様の課題をもっ

ておられた。この課題については公共交通事業者である昭和グループも同様であり、

双方が連携を図 り問題解決に取 り組まれることとなった。当該事業は昭和グループ主

導で行われてお り、糸島市と綿密に連携を図つて実施されている。

オンデマンドバス テョイソコよかまちみらい号は従前より運行 していた市内を

走るコミュニテーバスの一部をオンデマンドバスに変更 したもの。当初車両 2台 から

開始 し、運行エリア拡大に伴い 4台 に増車 した。バス停も現在 230か所以上となり

今後も増設すると予測されている。また、駅への乗 り入れもされてお り、広 く市民の

足として利用されている。利用は会員制を採用されてお り、その数は確実に増加 して

お り、利用者 も比例 している。電話、インパーネット予約を採用 してお り利便性の確

保が行われている。会員制を採用 していることもあり、利用者情報、利用状況が把握

できるようになっている。

(ま とめ)

糸島市の地理的状況は草津市に似お り、糸島市は福岡市に近接 し近年はベットがウン

として人口増加 している。人口増加は駅近郊に集中してお り、校外は人口減少、交通の

不便地が増えている。その中で、糸島市は昭和グループと信頼関係を構築 してこられた

経緯があり、連携を図 りながら公共交通政策を進められている。



本市における公共交通不変地の解消は喫緊の課題の一つである。狭い草津市において

効率的な公共交通の在 り方を考えたとき、民間公共交通会社以外の企業も含めた産官学

公民連携のもとに、一体的に課題解決に取 り組むことが求められる。そのために行政が

しっかりとその役割を果たす必要があると考える。


